
Ⅳ。まとめ

1.平 城 京 と宮 の庭 園遺跡

第126次庭園遺構

今回園池を夜出 した地域は、平城宮北方 。大蔵省推定地で『続 日

本紀』に天皇が大蔵省で相撲を御覧になる記事や、この北に接する

松林宮に曲水宴を行なう記事がみられることにより儀式 。宴遊の施

設が存在したことが推測される。園池の遺跡はその一部 を検出した

に過 ぎないが、園池の規模は、市庭古墳外堤部を利用し、外堤の幅

18mで蛇行 して西南へ伸びる。外堤部の葺石は内側 (墳丘側)だけ、

径7 8cmの 礫で 30° の勾配で葺かれているが、この葺石を利用して5°

の緩勾配に敷 き並べて蛇行 した洲浜を形成している。池底は粘土質

の地山で、所々に上部は削平されているが高まりがみられ、中島・

出島を形成 していたものと思われる。今回の検出範囲では景石はみ

られなかったが、洲浜石敷が外堤の内側にのみ存在することより、

外側に建物が建ち、外から墳丘部を背景にした庭園の鑑賞を行なう

構想が計 られたものか と思われる。園池は丘陵部に位置するため、

自然の水系による給水は困難で、園池への給水のため井戸 S E2163

が掘削されている。水深は井戸・池底・洲浜石敷から判断して、60

cm位の浅い池で、池底の水勾配から水は東北から南西へ流れている。

池内の堆積は赤色粘土が30Cm堆積 しているに過 ぎず、池底に水を使

用 したと考えられる有機質・腐植土層の堆積はみられず、常時は滞

水していなかったものと思われる。

園池 S G 2162は 、1969年度に24号線バイパス路線の事前調査で行

なった第56次調査 (平城京左京一条三坊十五 。十六坪 )で検出した

国池 S G520と 立地意匠の上で共通点を持つ。即ち平城京造営に際し、

前代の古墳の墳丘の削平、濠の埋め立てだけでなく、56次 では前方

部の濠の一部を、126次では後円部の外堤の一部をそれぞれ利用 して

園池を造成している(ag 21・ 22)。 また古墳の葺石の28° の勾配を 3°

の緩勾配に並べかえて園池の洲浜石敷を形成 している。

園池の岸辺に礫を並べて蛇行 した緩勾配の洲浜を形成する手法は

藤原宮で発掘 された園池 (第 2次 。4次調査 )に その意匠がみえ腎。

古墳葺石を園池の洲浜に利用する形が 2例検出され、かなり古 く

から園池に洲浜を形成する意匠が存在 したことと、石積等土木造園

技術に捺て、前代 との共通性の存在が予想される。

註『飛鳥・藤原宮発掘調査報告 I』 (奈良国立文化財研究所学報27冊 )1976

『飛鳥・藤原宮発掘調査概報 2』 1972

Ag.21 第126次調査 S G2162

fig.22 第56次調査S G520
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平城京と宮の国池

従来、平城京の園池は『万葉集』『1表風藻』にみられる藤原不比等・宇合・麻呂、長尾王など

の邸宅の園池の描写より、また宮内の園池は『続 日本紀』にみられる松林苑・西池宮・南苑な

どの記事 より往時の姿を推測していたにす ぎない。近年の発掘調査の成果により平城京 。宮の

園池の全容 もしくは一部が、今回の調査を含んで 9ケ所検出され、日本庭園史解明の上で貴重

な資料を提供 している。検出された 9ケ所の園池を検討 してみると立地・意匠の上でい くつか

の共通点がみられる。立地の問題では、地形的に山麓部に位置するものは水源 として湧泉を利

用する形 (表 2右図A)や、谷筋に位置し堤を造成して溜池にする形態 (B)を とる。平地部

に於ては湿地・旧河床 (G・ H)や前代の古墳の周濠を利用する形 (DoE)と 新たに池を穿

つ (C・ F・ I)の 2つ に分類できる。また庭園意匠の上で、水源が主に浅い谷筋の河川に由

来するため、いずれも50Cm未満の浅い池であること、また緩やかな3～ 10°の勾配を持つ蛇行 した

汀線・洲浜石敷を持つことが共通の意匠としてみられる。園池と建物の関係では、近接 した位

置にも建てられ鑑賞だけでなく、機能的な空間としても存在していたことなど一部ではあるが、

従来未解決部分が多かった奈良時代庭園史を解明する手荘卜りを得た。

表 2 平城京と宮の国池

称名 置位 発 掘 調 査 規 模 形 状 匠 現  況 報 告 書 等

A 伝称徳天皇御山荘跡

(平城京西四坊北辺)

西大寺奥院北西 200m

西の京丘陵の北端

渓流状の地形

1979年  第118-2・ 20次

調査

東岸・南岸の一部 を検出

南北18m、 東西55m

水深約20cm

ヒョウタン形

1,160コギ

中島、北西隅に湧泉

護岸は地山の掘り込

ν夕。

溜 池 『昭和54年度平城宮跡

発掘調査概報』

佐紀池 平城宮内・奈良山丘陵

の谷筋

1975年  第92次調査―西

南池尻 1976年 一第101次

調査、北側東西岸一部検

出

南北150m、 東西 160

m、 形状は現況に類

似、水深50Cm。

16,500mZ

岸辺10° の緩勾配で

拳大石敷の中2mの

洲浜

用水池

特別史跡

『奈良国立文化財研究

所年報』1976、 1977

C 平城宮 平城宮内大膳職地区 1960年 第4次調査一池

全容を検出

南北17m、 東西18m

の不規則形。最深部

の深さ80Cn。  150∬

護辞は整地上の掘 り

込み。東に隣接して

南北棟が建つ。

特別史跡

整 備済 (池

平面表示 )

『平城宮発掘調査報告

II倒    1962

D 平城宮北辺地域

(大蔵省推定地 )

平城宮北辺大垣 と松林

苑の間、市庭古墳後円

部北西

1980年  第126次調査一

市庭古墳の外堤の一部を

利用した園池を一部検出

南北巾16m

水深60cm

外堤の葺石を利用し

て 5° の勾配の巾 3

mの洲浜。

分譲住宅建

設地

『本報告書剖 198〕

E 平城京左京一条三坊

十五平

不退寺 (業平別邸)の

真西

1969年  第56次調査一平

塚 2号墳前方部の一部を

利用した園池の東半検出

南北10m、 東西20m

の曲池、水深20～ 30

Cm。   150mぞ

前方部の葺石利用し

て3° の勾配の洲浜 、

庭石 6ケ

24号バイパ

ス 平城資

料館中庭に

移 転展示

『平城宮発掘調査報告

Ⅳ』 1974

F 法華寺 平城 宮 票 辺 1980年  第123-4次 調査

一池の一部 を検出

一部 (南北10m、 東

西 7m)

礫敷の護岸・洲浜 宅 地

G 平城宮束院 東院東南隅、宇奈多里

神社林丘東

1967年  第44次  1976年

第99次  1978年 第110次

1979年 第120次 各調査で

池の全容、付属建物検出

南北60m、 東西60m

鍵の手状に複雑に属

曲した汀線、水深40

Cm。  1,970m2

初期の庭は汀線に安

山岩を敦きつめ、後

期の庭は全面工石敷

景石・ギ島・僑を設

ける。

特別史跡

整備予定

『奈良国立文化財研究

所年報D 1968、 1977、

1979、  1980

H 平城京左京三条二坊

六坪

東に隣接して菰川が流

れ、池は六坪の中′とヽに

位置する。

1975年  第96次 、1978年

第109次 、1980年  第121

次、各調査で池の全容、

付属建物検出

南北延長55m、 東西

巾15mの 曲池、水深

25m。  220m2

全面石敷の池で、llll

浜、庭石 を持つ。

特別史跡

T―k備中

『平城京左京三条二坊

六坪発掘調査概報』

1976、  1980

I 平城京左京三条一坊

十四坪

十四坪の南西端 1968年 、第46次調査で西

側小路に沿った築地、門

その内側に建物、園池の

一部検出

一部 (南北 5m、 東

西10mの 円形の池、

水深25Cm。

中島と径20cnの 工石

が裾部に一部残存、

庭石 1ケ。

電々公社敷

地

『奈良国立文化財研究

所年報』 1968
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平城京 と宮の国池

従来、平城京の園池は『万葉集』『懐風藻』にみられる藤原不比等・宇合・麻呂、長尾王など

の邸宅の園池の描写より、また宮内の園池は『続 日本紀』にみられる松林苑・西池宮・南苑な

どの記事 より往時の姿を推測していたにす ぎない。近年の発掘調査の成果により平城京・宮の

園池の全容 もしくは一部が、今回の調査を含んで 9ケ所検出され、日本庭園史解明の上で貴重

な資料を提供 している。検出された 9ケ 所の園池を検討 してみると立地・意匠の上でいくつか

の共通点がみられる。立地の問題では、地形的に山麓部に位置するものは水源 として湧泉を利

用する形 (表 2右図A)や、谷筋に位置 し堤を造成して溜池にする形態 (B)を とる。平地部

に於ては湿地 。旧河床 (G・ H)や前代の古墳の周濠を利用する形 (DoE)と 新たに池を穿

つ (C・ F・ I)の 2つ に分類できる。また庭園意匠の上で、水源が主に浅い谷筋の河川に由

来するため、いずれも50Cm未満の浅い池であること、また緩やかな3～ 10り勾配を持つ蛇行 した

汀線 。洲浜石敷を持つことが共通の意匠としてみられる。園池と建物の関係では、近接 した位

置にも建てられ鑑賞だけでなく、機能的な空間 としても存在していたことなど一部ではあるが、

従来未解決部分が分かった奈良時代庭園史を解明する手掛 りを得た。

表 2 平城京 と宮の国池

称名 置位 発 掘 調 査 規 模 形 状 立
息 匠 現  況 報 告 書 等

A 伝称徳夫皇御山荘跡

(平城京西四坊北辺 )

西大寺奥院北西 200m

西の京丘陵の北端

渓流状の地形

1979年  第118-2・ 20次

調査

東岸・南岸の一部 を検出

南北 18m、 東西55m

水深約20cm

ヒョウタン形

1.160mぞ

中島、北西隅に湧泉

護岸は地山の掘 り込

ノタ。

溜 池 『昭和54年度平城宮跡

発掘調査概報』

B 佐紀池 平城宮内・奈良山丘陵

の谷筋

1975年  第92次調査―西

南池尻 1976年 一第101次

調査、北側東西岸一部検

出

南北150m、 東西160

m、 形状は現況に類

似、水深50cm。

16,500■Y

岸辺10° の緩勾酉己で

挙大石敷の中2mの

洲浜

用水池

特別史跡

『奈良国立文化財研究

所年報』 1976、 1977

C 平城宮 平城宮内大膳職地区 1960年  第 4次調査―池

全容を検出

南北 17m、 床西18m

の不規則形。最深部

の深さ80Cm。 150mZ

護岸は整地上の掘 り

込み。東に隣接 して

南北棟が建つ。

特別史跡

整 備 1斉 (池

平面表示 )

『平城宮発掘調査報告

II』    1962

D 平城宮北辺地域

(大蔵省推定地 )

平城宮北辺大垣と松林

苑の間、市庭古墳後円

都北西

1980年  第126次調査一

市庭古墳の外堤の一部を

利用 した園池を一部検出

南北中16m

水深60cm

外堤の葺石を利用 し

て 5° の勾配の中 3

mの洲浜。

分譲住宅建

設地

『本報告書』 1981

E 平城京左京一条三坊

十五坪

不退寺 (業平別邸)の

真西

1969年  第56次調査―平

塚 2号墳前方部の一部を

利用した園池の東半検出

南北10m、 東西20m

の曲池、水深20～ 30

CIn。   1501す

前方部の葺石利用 し

て3° の勾配の洲浜 、

庭石 6ケ

24手テバイノぐ

ス 平城資

料館中庭に

移転展示

F平城宮発掘調査報告

Ⅳ』 1974

F 法華寺 平城宮東辺 1980年  第123-4次 調査

一池の一部を検出

一部 (南北10m、 東

西 7m)

礫敷の護岸・洲浜 宅 地

G 平城宮東院 東院東南隅、宇奈多里

神社林丘東

1967年  第44次  1976年

第99次  1978年 第■0次

1979年 第120次各調査で

池の全容、付属建物検出

南北60m、 東西60m

鍵の手状に複雑に属

曲した汀線、水深40

Cn。  1,970■ r

初期の庭は汀線に安

山岩を敷きつめ、後

期の庭は全面玉石敷

景石・ギ島・僑を設

ける。

特別史跡

整備予定

『奈良国立文化財研究

所年報』 1968、 1977、

1979、  1980

H 平城京左京三条二坊

六平

東に隣接 して菰川が流

れ、池は六坪の中′いに

位置する。

1975年  第96次 、1978年

第109次 、1980年  第121

次、各調査で池の全容、

付属建物検出

南北延長55m、 東西

巾15mの 曲池、水深

25m。  220mZ

全面石敷の池で、洲

浜、庭石を持つ。

特別史跡

整備中

F平城京左京三条二坊

六坪発掘調査概報』

1976、  1980

I 平城京左京三条一坊

十四坪

十四坪の商西端 1968年 、第46次調査で西

側小路に沿った築地、門

その内側に建物、園池の

一部検出

一部 (南北 5m、 東

西10mの 円形の池、

水深25cn。

中島と径20cmの工石

が裾部に一部残存、

庭石 1ケ 。

電々公社敷

地

r奈良国立文化財hjr究

所年報ど 1968

-18-



菫 ― ‐ _!

ゝ

軍 T, 
｀

ヽ

持十
一襲

」ド【ェ一岳
ゝ
　
・一

7'疋デ

路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
路

型与
歳礁
ご

ゝ

圧
ｒ

一穂
一坤越

一一｝！．ヵ募中

‐琴許t琴耳

fig.23 平城京と宮の園池遺跡 (A～ 1の アルファベ ンヽトが検出地点 )

―-19-―



氏       ,1        !I

ng 24 平安京宮城図 (九条家本 )

大蔵省関係年表 (『続日本紀』による)

大宝 1(701)8,7
撰令所処分。職事官人賜 レ禄之日、五位巳下

皆参二大蔵―受二其禄 _。 若不 レ然者、弾正

イし察焉。

慶雲 3(706)聞 1 13
勅。収二貯大蔵一諸国調者、令下三諸司―毎

レ色検校相知上。又収二貯民部一諸国庸中軽

物絶絲綿等類、自レ今以後、収二於大蔵一、

而支三度年料一分二充民部―也。

和銅 6(713)9 21
加 二大蔵省史生六員 _。

養老 3(719)12 2
充二式吉Б・ 1台 音卜・民吉卜・兵音Б・汗」音Б・大蔵・

宮内・春宮印各一面―。

養老 5(721)2 15
大蔵省倉自鳴有 レ声。

天平10(738).7 7
天皇御二大蔵省一覧二相撲―。晩頭転御二西

池宮―。
天平13(741)11 23

始以二赤幡―班二給大蔵・内蔵 。大膳・大炊
・造酒・主醤等司―。供御物前建以為 レ標。

天平宝字 2(758)8 25
大蔵省、出二納財物一応 レ有二節制―。故改

為二節部省一。

天平宝字4(760)1 2
幸二大保第一。以二飾部省紺・綿一、賜二五

位已上及従官主典已上一各有 レ差。

天平宝字 8(764)8 3.
節部省北行東第二雙倉災。

天平宝字 8(764)8 9
賜下救二節部省火一雑色巳上絲・綿 L有 レ差。

宝亀 3(772)6 30
幸二大蔵省―。賜 レ物有 レ差。

宝亀
'6(775)10 2

又大蔵省雙倉被レ焼、大臣私夏営構、子 レ今

存焉。

宝亀7(776)9,20
幸二大蔵省―。賜二陪従五位巳上禄 _。

延暦 1(782)7 3
雷雨。大蔵東長蔵災。

2.史料か らみた平城宮大蔵省

平城宮の北辺には、近年「松林苑」と鉾定される築地区画が発見され、

新たに宮との中間地帯の性格をいかに考えるかが問題となってきた。Ⅱ

章ではこの中間地帯が大蔵省倉庫群の占地であるとの説を紹介した。こ

こではこの説を有力な仮説と考え、平城宮大蔵省について史料上から検

討を加えておこうと思う。ただ、江戸時代に北浦定政は宮の背後にも市

街区となる平城京の北辺坊を考えている。これに従うと大蔵省の占地は

なりたたなくなるので、まずこの説の可否をみておこう。北浦が北辺坊

を推定した根拠は、鎌倉時代中期の西大寺敷地図に平城京右京の二坊か

ら四坊にかけて北一条大路の北に北辺三坊～四坊として、条坊の半条分

(2坪分)の区画を描いていること、同時期の西大寺三宝料田畠目録に

「添下郡右京一条北辺三坊二坪内一反字西大寺北大垣内南畔本Jな どとあ

り、また西大寺々本検注井目録取帳 (建長三 。1251年 )に も「北辺三坊

三坪」などとみえるように、右京北辺の二坊から四坊にかけて一～八坪
註 1

の記載が残 っていることに よる。北浦定政はこれ らの史料 と実地踏査の

所見をあわせて平城京を復原してお り、その平城宮大内裏跡坪割之図(嘉

永五・1852年 )。 平城大内敷地図(文久元 。1861年 )では、左 。右京を通

じて北一条大路の北に条坊の半条分の北辺を描いているのである(PL 17)。

明治に入 り平城宮の復原研究に大きな成果をあげた関野貞氏は、はじめ
註 2

北浦の図に従 って北辺坊 を東京極か ら西京極 まで一貫 した もの と考 えた。

しか し、『平城京及大内裏考』では説 を改め、宮城の北には条坊痕跡が認

められないこと、左京二坊～四坊の北には古墳があり東西の大路を考え

難いことなどから、平城京の北京極は北一条大路であったが、のちに西

大寺が寺領寺域 を北に拡張 した際に右京二坊～四坊にのみ北辺の条坊を

設けたとした。これには喜田貞吉氏の批判、西大寺関係史料は秋篠寺 と

の寺領争論にかかわるもので誇張があって信用できず、従って北辺坊は
註 3

なかったとの主張が影響 しているのであろう。以後北辺坊存否の問題は

右京二坊～四坊の北側に限定されている。当調査部ではこのうち右京二

坊の北側で数次の発掘調査を実施 し、掘立柱建物・井籠組の大規模な丼
註4

戸などを検出しているが、条坊痕跡は検討の余地があり、右京の北傾1に

おいてもこの問題は未解決である。仮に、平城京の条坊 と同一計画の北

辺坊が存在したとしても、それは「松林苑」の位置からみて宮の背後に

は及ばない。すなわち、前章で述べたように「松林苑」南辺築地 と宮北

面大垣の心々距離は240、 12mを 測る。一方平城京の計画寸法の1800尺方

眼 (尺 =0295m)力】らすると北辺坊の半条分は900尺 (265.5m)と な

る。宮北辺の計画線は北大垣′ふの北80尺 (23.6m)と 推定 してお り、従

って北辺坊の北限線は北大垣から北980尺 (289,lm)の位置に くるが、

これは「松林苑」南辺築地より北に166尺 (489m)入 ってしまう。既述
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の如 くこの築地は宮の造営当初に遡 る可能性があり、従って宮の北側部

分には北辺坊の設定は考え難いのである。

次に平城宮大蔵省についてどのような具体像が考えられるであろうか。

平安京の宮城図古図(ig 24)では宮域が平城宮に比べて北に半条分拡大

し、その中央部を大蔵省が占め、省の西南辺に大蔵庁がある。大蔵省の

区画の大部分は大蔵省正倉 (蔵 )院十一 倉庫群が位置する場所であった。

大規模な倉庫群は、大蔵省が出納管理する諸国からの調物や庸物などを

保管する施設であった。宮衛令兵庫大蔵条には「凡そ兵庫大蔵の院の内

には、皆火を将て入ること得 じ。」とあって一院をなしたことが知 られ、

『続 日本紀』に「大蔵省倉」「北行東第二雙倉」「大蔵省雙倉」「大蔵東長

蔵」 とみえるように各種の倉庫が整然と配ア1さ れていたのである。「北行

東第二雙倉」 とは北の列の東から2番 目の雙倉の意で、こうした倉庫の

間には火災に備えて池や渠を配していた (倉庫令倉於高燥処置条)であ

ろう。大蔵省正倉院の機能をみてみると、まず、調庸物を中央において

勘納する際に、民部省の官人が輸貢 してきた郡司と共に大蔵省の正倉院

において現物を勘会することになっていた (延喜民部式勘納調庸物条 )。

また支給については、『続 日本紀』大宝元年(701)8月 丁未条に「撲令所

処分す らく、職事の官人に禄を賜うの日、五位己下は皆大蔵に参 じて其

の禄を受けしむ」 とあって、五位以下の官人達は皆大蔵に参集 して季禄

の禄物 (絶・綿・布 。鍬 。絲・鉄 など)を 受けとることが定められてい

る。これは平安時代においても、季禄を五位以下の官人に分配する時は

大蔵省正倉院に「禄物を運積」 して、参集 した官人らに賜わることにな

っている(『儀式』二月十二 日賜春夏季禄儀条 )。 山陵使 (荷前使)が諸山

陵に奉ずる幣物は、大蔵省正倉院の「中区」。「大庭」と呼ぶ場所に積み上
註 5

げ分配 されてお り、季禄の場合 もそ うした正倉院中の空間において禄物

の運積・分配がなされたのであろ う。 こうした支給のあ り方は、古 く朝
註 6

庭に貢進物 を積み上 げて誇示 した とい う伝承 と関連す るのか もしれない。

この正倉院は御倉守 (宮衛令にい う守当人)に よって守 られ、毎 日衛府

等が巡検す る決 ま りであった(延喜大蔵式巡検正倉院条 )。 以上の ように

大蔵省正倉院は単に貢進 された調庸物 を保管す る機能のみでな く、収納

に際 しての現物勘会の場 であ り、かつ官人 (五位以下 )に禄 を支給す る

時に、禄物 を積み上 げて分配す るとい う官僚組織維持の上 で重要 な行事

の場 として も機能 していた。

註 1 『平城宮保存の先覚者たち』奈良国立文化財研究所、1976年 参照。

註2 関野貞「平城京及大内裏に就てJ(『建築雑誌』227号 、1905年 )。

註3 喜田貞吉「『平城京及大内裏考』評論』(『 歴え地理』12巻 3号、1908年 )。

註4 昭和52、 53年度『平域宮跡発掘調査部発掘調査概報』1978、 79年。

註5 『儀式』奉山陵幣儀条、『西宮記』班幣条など。

註6 『日本書紀』雄略15年条・継体10年 5月 条。

fig.25 関野貞・平城京及付近班田古今対比図

(『平城京及大内裏考』)

ig 26 推定松林苑南辺地築地

北側に空濠がある

ng 27 校倉の校木を使った井戸枠

平城宮跡第一次大極殿地区検出
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3.結 語

今回の調査は、平城宮の北辺地域で実施した初めての大規模調査で、調査地は佐紀盾列古墳群の

雄、市庭古墳の濠と外堤の推定地、奈良時代にあっては大蔵省倉庫群の占地に推定されるところで

ある。調査内容は各章に詳しいが、成果としては、市庭古墳は予想外の二重の周濠をもつこと、奈

良時代には墳丘を削って内濠を埋立てたこと、外濠は園池に転用したこと等を確認し、また平城宮

所用瓦と同危の瓦を多数得たことにある。当初予想した大蔵省倉庫群の占地を積極的に証する遺構

は見出せなかったが、以上の成果から、調査地は宮に関係した公的な地域の一画と結論づけたいと

思う。それではこの地域の区画はいかなる形で行なったのであろうか。東・南・西の三辺は手がか

りがないが、北辺について注目すべきは「松林苑」南辺築地である。この築地は橿原考古学研究所
註 1 註 2

が西南隅を、当調査部が西南隅から 320m東 の地点を発掘 し、規模は宮大垣 と同じであること、方

眼方位に対する振れは約 NO° lσ Wで宮の南面大垣 とほぼ平行することを確かめた。当調査部の発

掘地点では築地の北側に幅5.3m、 深さ2.8mの 空濠を検出。この濠の北側にはもう1条築地痕跡が

あり(ag 7)、 空濠の存在から、「松林苑」南辺築地 と言われたものが、平城宮北面大垣 との間の北辺

を画する施設 の可能性 もある。但 し、北側の築地痕跡は東西いずれにも続かないこと、空濠は西南

隅まで続かな いこと、また推定南辺築地 自体、北に l km以上続 く、「松林苑」西辺築地 と接続するこ

とから以上の 想定はなお問題が残る。この点に関しては、西南隅付近に占地する猫塚の存在状態が

解決の緒口に なると考えている。発掘成果から派生 した問題の一つに市庭古墳後円部の現状がある。

従来、宮の 造営に伴って削平・整地されたのは前方部のみで、後円部一一 特に東イ民」の削平は後世

の宅地化によ るとされた。しかし、この見方は調査所見から否定された。現存の後円部中央が第二

次内裏の中軸 線 とほぼ一致する(ag 7)こ とか らみて、宮造営時に計画的に整形したのであろう。こ

の目的が何で あったかは、今後藤原宮や平安宮など他の宮 と関連させて検討すべ き問題であろう。

宮城北側に 苑地をお くことは中国都城に伝統があり、唐長安城では宮城の北に三苑 と称する苑地

があった。そ れらは大明宮の東南隅にあった東内苑、宮城の北に接 した西内苑、これらを包みこむ
註 3

形で広が る東 西27里、南北 23里 、周 120里の広大 な禁苑 (『大唐六典』『唐両京条坊考』)である。 こ

うした制度 を 日本が どこまで移入 したか、 日中都城制の比較上か らも興味ある問題である。藤原宮
註 4

では字名や 出 土木簡か ら北イ民Jに 苑地が想定 され、平城宮では松林苑 と推定 される施設があって、そ

の一端 を受容 していた。今後、「松林苑」および宮 との中間地帯に とどまらず、宮域の北側全体 に調

査 を及ぼ して ゆ くことによって、こうした点 も明 らかに しうるのではなかろ うか。

誰 1 この成果は未報告であるが、調査を担当した

河上邦彦、今尾文昭両氏に御教示いただいた。

記して感謝する。

註 2『昭和55年 度平城宮跡発掘調査概報』1981

註 3 長安城は大程の里 と大尺が使われたと推定 。

1尺 =0294m、 1歩 =147m、 1里 =529.2m。

平岡武夫『唐代の長安 と洛陽』1956

註 4 岸俊男「京域の想定 と藤原京条坊制」『藤原宮』

(『奈良県史蹟名勝天然記念物調査報告第25冊』

1969)他 。
fig。 28 徐松・西京三苑図『唐両京条坊考』

(平岡武夫『唐代の長安 と洛陽』による)
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